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令和６（２０２４）年４月の調査結果



「働き方改革に伴い取引先の稼働日数が減り仕事の進歩が圧迫され、売り上げに影響が出ている。」（とび）

「働くな、土日休め、材料費の高騰、様々な資格要件の急増、ただでさえ建設業界で働く人材不足なのに、

より一層人手不足になる要素ばかり。一人親方や、個人事業主から税金や社会保険加入など考えているよう

だが、すり抜けられているのが現状。その負担は中小企業にさらに上乗せされ、悪化の一途に感じられる。」 

（塗装工事） 

（）塗装工業 

４月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以

下同じ）は、▲１７．３（前月水準▲５．４）となり

マイナス幅が１１．９ポイント拡大した。 

業界問わず原材料費の高騰、慢性的な人手不足のコメン

トが目立ち、価格転嫁・収益改善に苦慮する厳しい状況が

続いている。加えて４月からの改善基準告示改正の適用に

よる物流・運送業界の２０２４年問題が顕現化、ドライバ

ー不足の状態に拍車がかかり、今後更なる物流コストの上

昇が見込まれ、経営課題改善への取り組みに不安な声が聞

こえる。 

「是年同期は医療品容器でコロナ後の特需があったが今期は落ち着いてしまい売り上げは減少した。化粧品

容器もなかなか回復せず、苦戦が続きそうだ。」（プラスチック加工）「全ての発注側企業ではないが、一部

の発注側企業では、価格転嫁を認めるというよりは、業界の悪習慣なのか、一方的に価格で納入せよという

企業も未だにある。基本的には発注先企業のエネルギーコストの上昇だとか、賃金アップなどの交渉の余地

はなく、未だ全く考えて無いように思える。」（自動車・同付属品製造） 

「原材料費の高騰に加え、賃上げしても人手不足は解消に至っておらず人件費も高騰するばかりである。」

（水産物卸・小売）「花見がずれ込み人の流れが昨年とは変わり、４月に動きがあったが大きく売り上げに

は影響はなかった。気温上昇で衣類品の春物の動向が良い。食品は目玉商品など価格強調の商品の動向は良

いが買い控えもみられる。インバウンドはコロナ前に比べるとまだまだ回復していない。」（大型小売店） 

「４月から、改善基準告示改正が適用され、２０２４年問題が顕在化している。時間外労働の上限規制や拘

束時間の圧縮など、ドライバー不足の業界において今後の経営に大きく影響してくる。燃料費やタイヤ等の

消耗品も値上がりが続いており、収益の悪化を招いている。今後、荷主の運賃値上げ協力がさらに必要にな

ってくると思われる。」（一般貨物自動車運送）「土地価格は横ばいで、地価価格は落ち着いてきた。空き地

空き家の売却依頼は増え、逆に購入の問い合わせは減少している。さらに、相続に関する相談は増えている。」

（不動産管理） 
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２０２４年問題の影響大きく、人材不足に加え材料費等の価格が上昇し、課題が多く相次ぐ苦慮の声  

回答期間：令和6年4月20日～令和6年5月7日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数69 

柏の景気情報（令和６年４月の調査結果のポイント） 

 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．３に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１４．０で、柏のほうがマイナス幅が

３．３ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業・卸小売業・サービス業である。「柏の景気」の方が悪い

業種は、製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.3 ▲ 17.6 ▲ 29.4 ▲ 20.0 ±0.0

▲ 14.0 ▲ 16.5 ▲ 21.7 ▲ 16.5 ▲ 2.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 1.4 ▲ 11.7 ▲ 35.2  20.0  20.0

▲ 1.5 ▲ 10.1 ▲ 10.9 ▲ 0.5 11.3

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.2 ▲ 23.5 ▲ 41.1 ▲ 15.0 ±0.0

▲ 15.2 ▲ 20.2 ▲ 18.9 ▲ 12.5 ▲ 6.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 68.1 ▲ 52.9 ▲ 82.3 ▲ 75.0 ▲ 60.0

▲ 68.1 ▲ 73.4 ▲ 61.5 ▲ 73.5 ▲ 67.9

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 24.6  35.2  17.6  20.0  26.6

23.0 32.4 13.1 22.1 30.7

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 13.0 ▲ 11.7 ▲ 11.7 ▲ 15.0 ▲ 13.3

▲ 10.3 ▲ 6.7 ▲ 12.7 ▲ 13.6 ▲ 8.6

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気
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景気天気図
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調査期間：2024年4月13日～19日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（４月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１１月 ▲  9.7 ▲ 11.7 ▲  10.2 ▲ 12.0 ▲ 18.7 △  0.2 

１２月 ▲  8.4 ▲ 11.0 ▲  8.1 ▲ 6.9 ▲ 20.8 △  2.4 

１月 ▲  11.4 ▲ 12.3 ▲  13.4 ▲ 10.4 ▲ 16.2 ▲  5.2 

２月 ▲  12.9 ▲ 13.0 ▲  17.0 ▲ 19.2 ▲ 14.4 ▲  4.4 

３月 ▲  12.9 ▲ 15.6 ▲  14.8 ▲ 17.4 ▲ 17.9 ▲  3.8 

４月 ▲14.0 ▲16.5 ▲21.7 ▲16.6 ▲16.5 ▲2.4 

見通し ▲  12.7 ▲ 12.2 ▲ 16.8 ▲ 17.9 ▲ 15.6 ▲  4.7 
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令和６年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５～７月 ( ４～６月 )

全産業 ▲ 16.0 ▲ 11.3 ▲ 13.5 ▲ 15.4 ▲ 5.4 ▲ 17.3 ▲ 13.0 ( ▲ 9.4 )

建  設 ▲ 21.0 ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 14.2 ▲ 7.1 ▲ 17.6 △ 11.7 ( ±0.0 )

製  造 ▲ 23.5 ▲ 37.5 ▲ 50.0 ▲ 23.5 ▲ 21.0 ▲ 29.4 ▲ 35.2 ( ▲ 21.0 )

卸・小売 ▲ 19.2 ▲ 18.1 △ 4.1 ▲ 26.0 ▲ 9.0 ▲ 20.0 ▲ 15.0 ( ▲ 22.7 )

サービ ス ±0.0 △ 4.5 △ 5.0 △ 5.8 △ 15.7 ±0.0 ▲ 13.3 ( △ 10.5 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１３．０（前月水準

▲９．４）となり、マイナス幅が３．６ポイント拡大した。

令和６年（２０２４年）４月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

４月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１７．３（前月水準▲５．

４）となり、マイナス幅が１１．９ポイント拡大した。
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月別

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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13%

57%
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73%
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60%

30%

18%

35%

47%

12%
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29%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５～７月 ( ４～6月 )

全産業 △ 1.2 ▲ 5.0 ▲ 14.8 ▲ 16.9 △ 2.7 ▲ 1.4 △ 5.7 ( △ 14.0 )

建  設 ▲ 5.2 ▲ 10.5 ▲ 17.6 ▲ 21.4 ±0.0 ▲ 11.7 △ 11.7 ( △ 7.1 )

製  造 ▲ 11.7 ▲ 37.5 ▲ 50.0 ▲ 29.4 ▲ 10.5 ▲ 35.2 ▲ 23.5 ( ▲ 5.8 )

卸・小売 ▲ 3.8 △ 4.5 △ 4.1 ▲ 8.6 ▲ 4.5 △ 20.0 △ 20.0 ( △ 13.0 )

サービ ス △ 26.3 △ 13.6 ±0.0 ▲ 11.7 △ 26.3 △ 20.0 △ 13.3 ( △ 41.1 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、△５．４（前月水準△

５．４）となり、プラス幅が８．６ポイント縮小した。

○

【売上について】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１．４（前月水準△２．７）と

なり、マイナス幅が４．１ポイント拡大した。
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前年同月と比較した今月の売上について



令和６年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 5～7月 ( 4～6月 )

全産業 ▲ 16.0 ▲ 18.9 ▲ 23.4 ▲ 25.3 ▲ 10.8 ▲ 20.2 ▲ 13.0 ( ▲ 8.1 )

建  設 ▲ 15.7 ▲ 5.2 ▲ 17.6 ▲ 21.4 ▲ 14.2 ▲ 23.5 △ 5.8 ( △ 7.1 )

製  造 ±0.0 ▲ 43.7 ▲ 50.0 ▲ 41.1 ▲ 15.7 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ( ▲ 26.3 )

卸・小売 ▲ 34.6 ▲ 22.7 ▲ 8.3 ▲ 30.4 ▲ 27.2 ▲ 15.0 ▲ 25.0 ( ▲ 22.7 )

サービ ス ▲ 5.2 ▲ 9.0 ▲ 20.0 ▲ 5.8 △ 15.7 ±0.0 △ 6.6 ( △ 15.7 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２０．２（前月水準▲１０．

８）となり、マイナス幅が９．４ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（５月から7月）の先行き見通しについては、全産業では、▲13．0（前月水準▲

８．１）であり、マイナス幅が4．９ポイント拡大する見通しである。
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 5～7月 ( 4～6月 )

全産業 ▲ 62.9 ▲ 58.2 ▲ 64.1 ▲ 64.7 ▲ 58.1 ▲ 68.1 ▲ 69.5 ( ▲ 58.1 )

建  設 ▲ 42.1 ▲ 26.3 ▲ 23.5 ▲ 50.0 ▲ 21.4 ▲ 52.9 ▲ 52.9 ( ▲ 28.5 )

製  造 ▲ 70.5 ▲ 81.2 ▲ 80.0 ▲ 76.4 ▲ 73.6 ▲ 82.3 ▲ 82.3 ( ▲ 73.6 )

卸・小売 ▲ 73.0 ▲ 81.8 ▲ 75.0 ▲ 69.5 ▲ 59.0 ▲ 75.0 ▲ 85.0 ( ▲ 59.0 )

サービ ス ▲ 63.1 ▲ 45.4 ▲ 70.0 ▲ 58.8 ▲ 68.4 ▲ 60.0 ▲ 53.3 ( ▲ 63.1 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６８．１（前月水準▲５８．

１）となり、マイナス幅が１０．0ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６９．５（前月水準

▲５８．１）となり、マイナス幅が１１．４ポイント拡大する見通しである。
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 5～7月 ( 4～６月 )

全産業 △ 19.7 △ 21.5 △ 17.2 △ 25.3 △ 22.9 △ 24.6 △ 20.2 ( △ 18.9 )

建  設 △ 31.5 △ 26.3 △ 23.5 △ 21.4 △ 14.2 △ 35.2 △ 41.1 ( △ 21.4 )

製  造 △ 11.7 △ 18.7 △ 25.0 △ 23.5 △ 21.0 △ 17.6 △ 11.7 ( △ 15.7 )

卸・小売 △ 11.5 △ 22.7 △ 12.5 △ 17.3 △ 13.6 △ 20.0 ±0.0 ( △ 4.5 )

サービ ス △ 26.3 △ 18.1 △ 10.0 △ 41.1 △ 42.1 △ 26.6 △ 33.3 ( △ 36.8 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２４．６（前月水準△２２．

９）となり、プラス幅が１．７ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、△２０．２（前月水準

△１８．９）となり、プラス幅が１．３ポイント拡大する見通しである。
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５～７月 ( 4～6月 )

全産業 ▲ 16.0 ▲ 18.9 ▲ 23.4 ▲ 25.3 ▲ 10.8 ▲ 13.0 ▲ 7.2 ( ▲ 9.4 )

建  設 ▲ 15.7 ▲ 5.2 ▲ 17.6 ▲ 21.4 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ±0.0 ( ±0.0 )

製  造 ±0.0 ▲ 43.7 ▲ 50.0 ▲ 41.1 ▲ 15.7 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ( ▲ 10.5 )

卸・小売 ▲ 34.6 ▲ 22.7 ▲ 8.3 ▲ 30.4 ▲ 27.2 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ( ▲ 18.1 )

サービ ス ▲ 5.2 ▲ 9.0 ▲ 20.0 ▲ 5.8 △ 15.7 ▲ 13.3 ±0.0 ( ▲ 5.2 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１３．０（前月水準▲１０．

８）となり、マイナス幅が２．２ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．２（前月水準▲

９．４）となり、マイナス幅が２．２ポイント拡大する見通しである。

○

○
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前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】
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全国▲ 14.0
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業種別
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質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和６年４月２０日　～　令和６年５月７日

調 査 対 象 

43.5%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 15 33.3%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

46

建　　　設 17
17
20

製　　　造
卸  ・  小売

　　　　　　　＜業種別回収状況＞

44
44.7%
38.6%

回答数
39.9%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

69全　産　業


